
図 2: 適正なマストトッププラグ

図 3 :  新ゲージのラインとマストの
ボトムのラインが一直線になるよう
にダウンテンションをかけます。

新ゲージ（目盛）採用のダウンホールシステム

イージーで正確なダウンホールの目安ゲージ

新ゲージのダウンホールシステムは、適切なダウンテ
ンションを正確に導き出してくれます。 

我々は、全てのセイルを工場から出荷する前に、計量機

でテンションを正確に計測した推奨マストを使って１枚

１枚セッティングし、それぞれのセイルの適正なダウン

テンションが引けたときに、マストのボトムのラインと

一直線になる正確な位置にマーク（線）を引き、(図３)

のように『Med』部のラインと上記マークが一直線にな

るように新ゲージを装備しました。

あなたは、指定されたマストでそれぞれのセイルにマー

クされた位置に、マストのボトムが達するまでダウンテ

ンションをかけるだけです。このマークの位置は、個々

のセイルによって異なっています。

 

 
 
 

１】ダウンホールの正確なセッティング

a）それぞれのセイルサイズに合った指定のEzzy mastを
チョイスしてください。(Chart 1) 

b) マストトッププラグが擦り減ったり、マストの中に落ち
込んでいないかチェックします。(図１)
マストトッププラグは、マストトップから５mmの高さ
が必要(図２)で、無い場合はマストプラグを取り替え
る必要があります。

 

 

c) 出荷前に工場でセットされたセイルトップキャップ
は、再調整しないでください。

 

d) マストのボトムラインが、ゲージのラインと一直線
になるまでダウンテンションをかけます。（図３）
ほとんどのコンディションにおいて、ミディアムの
ライン『Med』に合わせます。

追加情報：

・超オーバーセイルや超微風を除いては、ほとんどの風
　のコンディションにおいてミディアムライン『Med 』
　を使用してください。 

・ダウンホールテンションは引き過ぎないでください。
　ダウンホールテンションのかけ過ぎはセイルを不安定
　にします。オーバーになったらアウトテンションを引
　いてフォイルをフラット気味にセットしてください。

・新ゲージシステムを使って適正なダウンテンションを
  かけるためには、上記 Ezzy mast チャート(Chart 1）
  の正確なコンビネーションをチョイスする必要があり
　ます。 

 
 

Chart 1: 適正なEzzy mast
のコンビネーション  
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図 1:マストトッププラグが擦り減ったり、
落ち込んでいる場合は、取り換える必要
があります。
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Panther Elite Rigging Guide Bottom Top
3.7 340 370
4.0 340 370
4.2 370 370
4.5 370 400
4.7 370 400
5.0 400 400
5.3 400 400
5.7 400 430

図４: ポジティブ　アウトホール 

図５: アウトホールコードで
ブーム長を調整

図６: ブームエンド目一杯まで
アウトホールを引く 

図７: タックストラップでフットのテンシ
ョンをかけ、余ったダウンホールシートを
フットパッドのメッシュポケットに収納 

２】アウトホールのセッティング：

 Panther Elite は,どのセイルよりもアウトホ
 ールのテンションを強くかけます。（図４） 　

クリューに装備された３本のコードの長さは、
それぞれの風のコンディションに応じたポジ
ティブテンションの目安となります。

・長コード：オーバーセイル
・中コード：ジャストセイル
・短コード：アンダーセイル

 
 

下記の順序に従ってください :

a)  適正なダウンホールを引いてください。

b) 完全にアウトホールを緩めてください。

c) クリューを引っ張らず、優しくクリュー
コードを引き、ブーム長を合わせます。
（図５）

 

d) ブームエンドいっぱいまでアウトホール
を引きます。（図６）

 
追加インフォメーション:

・クリューコードでブーム長を合わせる時、
　クリューを引っ張らないでください。

・まずは中コードを基準にセッティングし
  てください。もしオーバー（バックバン
  ドに負荷を感じる）時は、アウトを１～
　２ｃｍ引いてください。アンダーと感じ
　た時は、アウトを１～２ｃｍ緩めてくだ
  さい。

 
 
 

３】タックストラップのセッティング

ダウンホールを引いた後、タックストラッ
プをバックルに通し、フットエッジに強く
テンションをかけてください。ダウンプー
リーに向けてシワ(窪み)ができるぐらい強
く引いてください。余ったストラップは、
エクステンションに一回巻いて、フットエ
ッジのベルクロで止めてください。
ダウンホールラインの余りは、ジョイント
パッドの内側に備え付けのメッシュポケッ
トの中に収納してください。（図７）
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